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水産試験場、千葉県水産総合研究センター、東京都島しょ農林水産総合センタ

ー、神奈川県水産技術センター、静岡県水産・海洋技術研究所、愛知県水産試

験場、三重県水産研究所、和歌山県水産試験場、徳島県立農林水産総合技術支

援センター水産研究課、高知県水産試験場、愛媛県農林水産研究所水産研究セ

ンター、大分県農林水産研究指導センター水産研究部、宮崎県水産試験場 

 

要       約 

本系群の資源量について、資源量指標値をチューニング指数として用いたコホート解析

により推定した。資源量は、1980 年代から増加傾向となり、1990 年代半ばには 14 万～16

万トンで推移した。1997 年以降は減少傾向に転じ、2015 年には 4.4 万トンまで減少した。

その後 2023 年に 5.1 万トンと増加し、以降は横ばい傾向を示している。2025 年の資源量は

6.4 万トンであった。親魚量は、近年は増加傾向を示しており、2025 年の親魚量は 2.5 万ト

ンであった。 

令和 7 年 9、11 月に開催された「資源管理方針に関する検討会」および「水産政策審議

会」を経て、本系群の目標管理基準値、限界管理基準値、禁漁水準を含む漁獲シナリオが

定められた。本系群の再生産関係には自己相関を考慮したリッカー型とベバートン・ホル

ト型の重み付き平均モデルが適用されており、これに基づき推定された最大持続生産量

（MSY）を実現できる水準の親魚量（SBmsy）は 5.2 万トンである。この基準に従うと、

本系群の 2025 年の親魚量は、MSY を実現する水準を下回る。また、本系群に対する 2025

年の漁獲圧は SBmsy を維持する漁獲圧（Fmsy）を上回る。親魚量の動向は直近 5 年間（2021

～2025 年）の推移から「増加」と判断される。2026 年の親魚量および資源量の予測値から

漁獲シナリオに基づき算出された 2027 年の ABC は 2.6 万トンである。 
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要  約  図  表 

 

 

 

 

  

最大持続生産量（MSY）、親魚量の水準と動向、および ABC 

MSYを実現する水準の親魚量

（SBmsy） 
52 千トン 

2025年の親魚量の水準 MSYを実現する水準を下回る（0.48倍） 

2025年の漁獲圧の水準 SBmsyを維持する水準を上回る（1.12倍） 

2025年の親魚量の動向 増加 

MSY 35千トン 

2027年の ABC 26千トン 

コメント： 

・ABCの算定には、令和 7年 9、11月に開催された「資源管理方針に関する検討会」で取り纏

められ、「水産政策審議会」を経て定められた漁獲シナリオに即した漁獲管理規則を用いた。 

・調整係数 β は、0.9 が用いられる。 
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English title (authors) 

Stock assessment and evaluation for Pacific stock of Japanese jack mackerel (fiscal year 2025). 

(Yuga Kisara, Junji Kinoshita, Tohya Yasuda, Mikio Watai, Haruhiko Hino, Akiha Tsukada, 

Naoaki Kono, Masanori Takahashi) 

 

 

 

  

直近 5年と将来 2年の資源量、親魚量、漁獲量、F/Fmsy、および漁獲割合 

年 
資源量 

（千トン） 

親魚量 

（千トン） 

漁獲量 

（千トン） 
F/Fmsy 

漁獲割合 

（%） 

2021 36 20 15 1.12 41 

2022 37 17 15 1.25 40 

2023 51 18 22 1.43 42 

2024 53 22 23 1.48 43 

2025 64 25 22 1.12 35 

2026 81 36 35 1.35 43 

2027 80 37 26 0.90 32 

・2026、2027 年の値は将来予測に基づく平均値である。 

・2027年の漁獲には ABCの値を用いた。 
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1. データセット 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり。 

*はコホート解析（Virtual Population Analysis, VPA）におけるチューニング指数である。 

 

2. 生態 

（1）分布・回遊 

マアジ太平洋系群の分布域を図 2-1 に、主な漁場を図 2-2 に示した。本系群は主に青森

県から宮崎県までの太平洋側の沿岸域で漁獲されるマアジを対象としている。太平洋沿岸

の海域では加入時期の異なる群が混在し、それらは 2～4 月に東シナ海で生まれたものと 5

月以降に本州中部以南の地先で生まれたものであると考えられている（木幡 1972）。また、

東シナ海からの加入群（横田・三田 1958）の多寡が資源水準を左右するとも考えられてい

る（古藤 1990）。しかし、太平洋沿岸の親魚が東シナ海の産卵群に寄与しているのかは不

明である。 

 

（2）年齢・成長 

1年で尾叉長 18 cm、2年で 24 cm 程度に成長する（図 2-3）。成長は分布海域によって異

なると考えられており（多賀・山下 2018、渡邊ほか 2022）、本系群の成長過程に対する広

域的な調査が望まれる。本系群では 4歳魚以上の漁獲は非常に少ないが、そのような漁獲

物には耳石に刻まれた輪紋数が 10 を越える個体が含まれるとの報告がある（多賀・山下 

2018、Katayama et al. 2019、高村ほか 2020）。 

 

 

データセット 基礎情報、関係調査等 

年齢別・年別漁獲

尾数 

漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 

主要港水揚量（青森～宮崎（17）県） 

生物情報収集調査（水産機構、青森～宮崎（17）県、JAFIC） 

資源量指数 

・加入量指標値 

 

 

 

 

 

・親魚量指標値 

 

宮崎県南部定置網 0歳魚 CPUE（宮崎県）* 

宇和島港まき網 0歳魚 CPUE（愛媛県）* 

宿毛湾中型まき網 0歳魚 CPUE（高知県）* 

串本棒受網 0歳魚漁獲量（和歌山県）* 

伊勢湾まめ板網 0歳魚 CPUE（愛知県）* 

千葉県定置網 0歳魚 CPUE（千葉県）* 

卵稚仔調査（周年、水産機構、青森～宮崎（17）県）* 

自然死亡係数（M） 年当たりM=0.5 を仮定（田中 1960） 

漁獲努力量 漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 

北部太平洋まき網漁獲努力量（JAFIC） 
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（3）成熟・産卵 

産卵期は南部ほど早く、豊後水道、紀伊水道外域などでは冬から初夏であり（阪本ほか 

1986、薬師寺 2001、阪地 2001）、相模湾では春から初夏（木幡 1972、澤田 1974）であ

る。これら先行研究を参考に、本系群では 1 歳で 50%、2 歳以上で 100%が成熟すると仮定

した（図 2-4）。 

 

（4）被捕食関係 

仔稚魚は成長するにつれて大型の動物プランクトンを摂餌し、幼魚以降では魚食性が強

くなる（三谷ほか 2001）。本種は大型の魚類などにより捕食される。 

 

（5）特記事項 

先に述べたように、太平洋沿岸域には、主に本州中部以南の地先で発生した集団と東シ

ナ海で発生した集団とが混在すると考えられている。現在、各分布海域において、漁期、

成長履歴、遺伝形質などの特徴から、群れを構成する個体の発生源を判別するための科学

的調査および研究が行われている（例えば、Ishikawa et al. 2021、Igeta et al. 2023、Hirao et 

al. 2024）。これらを継続するにより、太平洋系群に対する東シナ海起源の個体の寄与の程

度、およびその年変動について解明されることが望まれる。 

 

3. 漁業の状況 

（1）漁業の概要 

主要な漁業はまき網と定置網である。まき網漁業による漁獲が全体の約 6 割を占め、次

いで定置網による漁獲が約 3 割を占める。相模湾では春が漁期の主体になることが多いの

に対して、日向灘、豊後水道、紀伊水道から熊野灘では春から秋にかけて漁獲される。0 歳

魚は春より西側の海域から漁獲され始める。1 歳魚は各海域で年初から漁獲される。千葉

県以北の海域では 1 歳魚や 2 歳魚の漁獲が多い。 

 

（2）漁獲量の推移 

1982 年以降では、1982～1985 年には 2 万トン以下であったが、1986 年に急増して 3.7 万

トンとなり、1993～1997 年には 7 万～8 万トンと高い水準で推移した（図 3-1、表 3-1）。

1998 年（5.8 万トン）以降は減少傾向となったが、2023 年（2.2 万トン）から再び増加傾向

に転じ、2025 年の漁獲量は 2.2 万トンとなった。2025 年の漁獲量に占める各海域の割合は、

太平洋南区（和歌山県～宮崎県）が 44%、太平洋中区（千葉県～三重県）が 43%、太平洋

北区（北海道太平洋北部～茨城県）が 12%であった。本系群の外国漁船による漁獲はない。

なお、図 3-1 および表 3-1 に示した漁獲量は、漁業・養殖業生産統計年報に記載された数

値に基づき、太平洋各県に計上されている漁獲量から、大中型まき網漁業漁獲成績報告書

により東シナ海で漁獲されたと判定された分（水産庁提供）を差し引いた値を用いた。2014

～2025 年の太平洋側都府県所属船による日本海での漁獲量が太平洋側の漁獲量として計

上されていた分についても修正している。また、1989～2001 年にかけての混獲魚（主にサ

バ類）の漁獲量が漁業・養殖業生産統計年報のマアジの漁獲量に計上されている分も差し

引いている。 
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本系群の漁獲の主体は 0 歳魚と 1 歳魚である。1982 年以降の 0 歳魚の漁獲尾数は、宮崎

県～高知県で多い傾向にあり、1990～2008 年（2 億 1,800 万～8 億 6,700 万尾）に特に多か

った。しかし、2015 年には最低の 6,600 万尾となり、その後は、おおむね横ばい傾向で推

移した（図 3-2、補足表 2-1）。2023 年には 2 億 9,600 万尾と再び増加した。2024 年 1 億

7,700 万尾、2025 年は 2 億 800 万尾であった。1 歳魚の漁獲尾数は 1986～2008 年に多く、

その後は低い水準で推移しており、0 歳魚の漁獲尾数と似た傾向を示した。2025 年の 1 歳

魚の漁獲尾数は 7,100 万尾で前年の 1 億 900 万尾より減少した。 

 

（3）漁獲努力量 

漁業情報サービスセンター（JAFIC）が集計した 2000～2025 年に太平洋北区で操業した

北部太平洋まき網の年間有効努力量は 2000～2005 年に急減し、その後は緩やかな減少傾

向にあったが、2018 年以降は非常に低い水準で推移している。一方、2025 年には増加に転

じ、その水準は 2017 年と同程度であった（図 3-3）。漁業・養殖業生産統計年報による 2000

～2018 年の大型定置網の漁労体数は 2000 年以降太平洋南区では横ばい、太平洋中区では

緩やかな減少傾向となっている。一方、太平洋北区では 2007～2016 年の統計値が非公表で

あるため推移は不明である。なお、大型定置網の漁労体数調査は 2019 年より廃止となっ

た。 

 

4. 資源の状態 

（1）資源評価の方法 

1982 年以降の年齢別漁獲尾数（図 3-2、補足表 2-1、2-2）に基づいて、コホート解析に

より年齢別資源尾数、資源量、漁獲係数 F などを推定した（補足資料 1、2）。解析手法に

は、漁獲係数（F）の大きさに応じてペナルティを課す推定方法（リッジ VPA; Okamura et 

al. 2017）を用いた（補足資料 2）。本手法は令和 6（2024）年度評価から用いられている。

資源量指標値には、以下の「（2）資源量指標値の推移」に示す指標値を用いた。自然死亡

係数 M は、4 歳以上の漁獲が非常に少ないことから寿命を便宜的に 5 歳と仮定し、田中 

（1960）に基づき 0.5 とした。 

 

（2）資源量指標値の推移 

加入量の指標値には、以下に示す 0 歳魚を漁獲対象とする各県各漁法の 6 種類のデータ

を用いた（図 4-1、補足表 2-3、木皿ほか 2026a～2026e）。親魚量の指標値には、標準化し

た平均卵密度のデータを用いた（図 4-1、補足表 2-3、木皿ほか 2026f）。 

① 宮崎県南部定置網 CPUE：4～6 月に宮崎県南郷漁協の定置網に入網するアジ仔銘柄

（0 歳魚）の標準化 CPUE（月別漁獲量/水揚日数） 

② 宇和島港まき網 CPUE：4 月～翌年 3 月に愛媛県宇和島港に水揚げされる中型まき網

によるゼンゴ銘柄（0 歳魚）の標準化 CPUE（日別漁獲量/水揚統数） 

③ 宿毛湾中型まき網 CPUE：4 月～翌年 3 月の高知県宿毛湾において中型まき網により

漁獲されるゼンゴ銘柄（0 歳魚）の標準化 CPUE（日別漁獲量/出漁隻数） 

④ 串本棒受網漁獲量：5～6 月の和歌山県串本においてマアジ 0 歳魚を対象とする棒受

網の漁獲量 
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⑤ 伊勢湾まめ板網 CPUE：4 月～翌年 3 月の伊勢湾における愛知県小型底びき網（まめ

板網）による 0 歳魚の標準化 CPUE（月別漁獲量/出漁隻数） 

⑥ 千葉県定置網 CPUE：10 月～翌年 3 月の千葉県鴨川沖定置と灘定置におけるジンダ

銘柄（0 歳魚）の標準化 CPUE（月別漁獲量/水揚日数） 

これら 6 種類の加入量指標値については、2025 年には②、④、⑥が前年より増加した（図

4-1、補足表 2-3）。平均卵密度は全体的に緩やかな減少傾向を示している。 

 

（3）資源量と漁獲圧の推移 

資源量は、1982 年から 1990 年代始めにかけて増加したが、1996 年の 16.2 万トンを頂点

として減少に転じ、2021 年には 3.6 万トンとなった（図 4-2、4-3、表 3-1）。その後 2023 年

より増加し、2025 年は 6.4 万トンと推定された。 

親魚量は、1982 年以降増加し、1992 年に最高値の 6.4 万トンとなった。1993～2000 年に

5 万トン前後で推移した後、2001 年以降は減少傾向となった。近年は横ばいで推移してお

り、2025 年の親魚量は 2.5 万トンと推定された。加入量（0 歳資源尾数）は、1993 年に 24

億尾と最大になった後に減少傾向となったが、2023 年より増加しており、2025 年の加入量

は 2023 年と同程度の 7.5 億尾と推定された（図 4-4、表 3-1）。自然死亡係数（M）の値を

0.5 に対して 0.4 および 0.6 とした場合の 2025 年の資源量および親魚量について図 4-5 に

示した。M の値が高いほどいずれの推定値も増加したが、トレンドは変わらなかった。 

再生産成功率は、1986 年（47.0 尾/kg）や 1993 年（61.3 尾/kg）に高い値を示しつつ、1982

～2011 年には概ね 20 尾/kg 以上で推移した（表 3-1）。2012 年以降は概ね 20 尾/kg 以下で

推移したが、2022 年に 24.0 尾/kg、2023 年に 40.7 尾/kg と増加し、2025 年は 30.3 尾/kg で

あった。 

各年齢の漁獲係数（F）の推移を図 4-6 に示した。本系群では 0 歳に対する F が最も低

く、2 歳以上に対する F が最も高くなる傾向があり、総じて選択率は安定している。しか

し、1980 年代の資源増加期では 1 歳に対する F が最も高くなることがあった。2025 年の F

は、0 歳では 0.44、1 歳では 0.56、2 歳と 3 歳以上では 1.17 と推定された（補足表 2-1、3-

3）。漁獲割合は 33～53%の範囲で推移しており、2025 年は 35%と低い値であった（図 4-7、

表 3-1）。昨年度評価と比べると、2022 年以前の推定値に大きな違いはなかった（補足図 4-

1、補足表 4-1）。 

 

（4）加入量当たり漁獲量（YPR）、加入量当たり親魚量（SPR）および現状の漁獲圧 

選択率の影響を考慮して漁獲圧を比較するため、加入量あたり親魚量（SPR）を基準に、

漁獲が無かった場合との比較を行った。図 4-8 と表 3-1 に年ごとに漁獲が無かったと仮定

した場合の SPR に対する、漁獲があった場合の SPR の割合（%SPR）の推移を示す。%SPR

は漁獲圧が低いほど大きな値となる。%SPR は、1982 年以降 7.5～23.1%で推移しており

2025 年は 17.1%であった。現状の漁獲圧として、直近 3 年間（2023～2025 年）の平均 F 値

から%SPR を算出すると 13.4%となった（補足表 3-3）。 

最大持続生産量（MSY）を実現する親魚量水準（SBmsy）を維持する F（Fmsy）に対す

る YPR と%SPR の関係を図 4-9 に示す。ここでの F の選択率としては令和 7 年 8 月に公開

された「管理基準値等に関する研究機関会議資料」において Fmsy の推定に用いた値（安
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田ほか 2025a）を使用した（補足表 2-6）。また、年齢別平均体重および成熟割合について

も Fmsy 算出時の値を使用した。Fmsy は、%SPR に換算すると 19.5%に相当する（補足表

3-2）。現状の漁獲圧（F2023-2025）は、Fmsy や F30%SPR を上回る（図 4-9）。また、YPR

管理の観点からも、F2023-2025 は F0.1 や Fmax を上回っている。 

 

（5）再生産関係 

上述の「管理基準値等に関する研究機関会議資料」（安田ほか 2025a）において、本系群

の親魚量（重量）と加入量（尾数）との関係（再生産関係）にはリッカー（RI）型再生産

関係式とベバートン・ホルト（BH）型再生産関係式の重み付きモデル平均が用いられてい

る（図 4-10、安田ほか 2025a）。再生産関係のパラメータ推定に使用されたデータは、令和

7 年度の資源評価（安田ほか 2025b）に基づく親魚量・加入量であり、最適化手法には最

小二乗法が用いられている。加入量の残差には自己相関が考慮され、再生産関係のパラメ

ータと同時に自己相関係数が推定されている。なお、上述した東シナ海で発生した集団の

移入は、自己相関をもって変動する加入量の残差に含まれるものとして取り扱われている。

再生産式の各パラメータを補足表 3-1 に示す。 

 

（6）現在の環境下において MSY を実現する水準および管理基準値等 

令和7年8月に公開された「管理基準値等に関する研究機関会議資料」（安田ほか 2025a）

で示された現在（1982 年以降）の環境下における最大持続生産量（MSY）、MSY を実現す

る親魚量（SBmsy）、および SBmsy を維持する F（Fmsy）を補足表 3-2 と図 4-11 に示す。 

令和 7 年 9、11 月に開催された「資源管理方針に関する検討会」で取り纏められ「水産

政策審議会」を経て、SBmsy（5.2 万トン）が資源管理基本方針の漁獲シナリオの目標管理

基準値として定められた。また、MSY の 60%の漁獲量が得られる親魚量（1.4 万トン）が

限界管理基準値、MSY の 10%の漁獲量が得られる親魚量（1,500 トン）が禁漁水準と定め

られた。 

 

（7）資源の水準・動向および漁獲圧の水準 

本系群における 2025 年の親魚量は MSY を実現する親魚量（SBmsy）を下回るが、MSY

の 60%の漁獲量が得られる親魚量（SB0.6msy）を上回る（図 4-12）。2025 年の親魚量は

SBmsy の 0.48 倍である（補足表 3-3）。また、2025 年の漁獲圧は、SBmsy を維持する漁獲

圧（Fmsy）を上回っており、Fmsy の 1.12 倍である。なお、神戸プロットに示した漁獲圧

の比（F/Fmsy）とは、各年の F の選択率の下で Fmsy の漁獲圧を与える F を%SPR 換算し

て求めた値と、各年の F 値との比である。親魚量の動向は、直近 5 年間（2021～2025 年）

の推移から増加と判断される。本系群の親魚量は 1991～2001 年にかけて断続的に SBmsy

を上回ったが、2002 年以降の親魚量は SBmsy を下回る水準で維持されている。本系群の

漁獲圧は、2012 年と 2016 年を除いた全ての年で Fmsy を上回っている。 
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5. 漁獲管理規則の適用 

（1）将来予測の設定 

資源評価で推定した 2025 年の資源量から、コホート解析の前進法を用いて 2026～2076

年の将来予測計算を行った（補足資料 2）。この将来予測では加入量の不確実性を考慮した。

再生産関係式を用いて各年に予測される親魚量から加入量を予測し、その予測値に対数正

規分布に従う誤差を与えることで加入量の不確実性を考慮した。対数正規分布から無作為

抽出した誤差を予測値に与える計算を 10,000 回行い、それらの平均値と 90%予測区間を求

めることにより、不確実性の程度を示した。 

2026 年の漁獲圧は現状の漁獲圧（F2023-2025）を仮定した。現状の漁獲圧は、管理基準

値案を算出した時と同じ選択率や生物パラメータ（平均体重等）の条件下で、今年度評価

における 2023～2025 年の漁獲圧に対応する%SPR を与える F 値とした。2026 年に予測さ

れる資源量と現状の漁獲圧から同年の漁獲量を算出した。2027 年以降の漁獲圧は、「資源

管理方針に関する検討会」で取り纏められ「水産政策審議会」を経て定められた漁獲シナ

リオに従い、各年に予測される親魚量をもとに算出した。なお、将来予測の計算方法は補

足資料 2 に示した。 

 

（2）漁獲管理規則 

資源管理基本方針では、漁獲管理規則として、親魚量が限界管理基準値以上にある場合

は Fmsy に調整係数 β を乗じた値を漁獲圧の上限とし、魚量が限界管理基準値を下回った

場合には禁漁水準案まで直線的に漁獲圧を削減するルールを、本系群の漁獲シナリオとし

て定められている（図 5-1）。調整係数 β には 0.9 が用いられる。 

 

（3）2027 年の予測値と ABC の算定 

漁獲シナリオに対応した漁獲管理規則から算定される 2027 年の平均予測漁獲量である

2.6 万トンを ABC として提示する（補足表 3-4）。2027 年に予測される親魚量は、いずれの

繰り返し計算でも限界管理基準値を 100%の確率で上回り（表 5-1）、平均 3.7 万トンと見込

まれた（表 5-2、補足表 3-4）。 

 

（4）2028 年以降の予測 

2028 年以降も含めた将来予測の結果を図 5-2 および表 5-1、5-2、5-3 に示す。漁獲シナ

リオに対応した漁獲管理規則に基づく管理を 10 年間継続した場合、2036 年の親魚量の予

測値は平均 5.8 万トン（90%予測区間は 2.6 万～10.3 万トン）であり、予測値が目標管理基

準値を上回る確率は 55%、限界管理基準値を上回る確率は 100%である。 

参考情報として、異なる β を用いた場合、および現状の漁獲圧（F2023-2025）を継続し

た場合の将来予測結果についても補足表 3-5 に示す。仮に β を 1.0 とした場合は平均 5.2 万

トン（90%予測区間は 2.1 万～9.3 万トン）であり、目標管理基準値を上回る確率は 45%、

限界管理基準値を上回る確率は 99%である。一方、現状の漁獲圧を継続した場合の親魚量

の予測値は 3.4 万トン（90%予測区間は 1.0 万～6.8 万トン）であり、目標管理基準値を上

回る確率は 16%、限界管理基準値を上回る確率は 90%である。 
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6. 資源評価のまとめ 

2025 年の親魚量は MSY を実現する水準（SBmsy）を下回り、動向は近年 5 年間（2021

～2025 年）の推移から「増加」と判断される。漁獲圧は SBmsy を維持する漁獲圧（Fmsy）

を上回る水準であった。2027 年の ABC は 2.6 万トンと算定された。 

 

7. その他 

現状の漁獲圧は最大持続生産量（MSY）を実現する親魚量（SBmsy）を維持する漁獲圧

（Fmsy）より高く、F0.1 や Fmax といった YPR 管理の観点からみた基準値に照らし合わ

せても過大と考えられる。MSY を実現する水準以上まで親魚量を増加させるためには、現

状より漁獲圧を抑える必要がある。 

モデル診断の結果から、本評価における親魚量推定値の不確実性は高いと考えられる

（木皿ほか 2026g）。新たな親魚量指標値の開発および既存指標値の精度向上に向けた作

業を引き続き進める必要がある。 

未成魚である 0 歳魚を保護することは資源の回復に有効と考えられるが、本資源は西日

本を中心に幼魚期でも食用として利用されていることに加え、体サイズにより流通・消費

形態も異なる。それぞれの需要を考慮した適切な漁獲量を検討することも重要と考えられ

る。 
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図 2-1. 分布域と産卵場 

 

 

 

 

図 2-2. 漁場形成模式図  
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図 2-3. 年齢と成長の関係 

 

 

 

 

図 2-4. 年齢と成熟率の関係 
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図 3-1. 漁獲量の経年変化 

漁業・養殖業生産統計年報太平洋海区別漁獲量から、他海区操業漁獲量および混獲魚

漁獲量がマアジとして計上された分を差し引いた。 

 

 

 

 

図 3-2. 年齢別漁獲尾数の経年変化 
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図 3-3. 2000～2018 年の大型定置網の漁労体数（点線）と 2000～2025 年の北部太平洋ま

き網の有効努力量（実線）の推移 

2007～2016 年の太平洋北区と 2017 年の太平洋南区の大型定置網漁労体数の値は非公

表である。大型定置網の漁労体数調査は 2019 年より廃止となった。 
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a）加入量指標値 

 

 

 

b）親魚量指標値 

 

 

図 4-1. 加入量指標値と親魚量指標値の推移 

a）加入量指標値については、単位の異なる各指数の年変化を相対的に示すため縦軸

は対数とした。 
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図 4-2. 年齢別資源尾数の経年変化 

 

 

 

 

図 4-3. 資源量と親魚量の経年変化 
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図 4-4. 加入量の経年変化 

 

 

 

 

図 4-5. 自然死亡係数 M を変化させた場合の 2025 年の資源量と親魚量 
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図 4-6. 年齢別漁獲係数 F の経年変化 

 

 

 

 

図 4-7. 漁獲割合の経年変化 
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図 4-8. %SPR の経年変化 

 

 

 

図 4-9. Fmsy に対する YPR と%SPR の関係 
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図 4-10. 親魚量と加入量の関係（再生産関係） 

再生産関係には自己相関を考慮したリッカー（RI）型再生産関係式およびベバートン・

ホルト（BH）型再生産関係式の重み付きモデル平均を用い、最小二乗法によりパラメ

ータ推定を行った。図中の黒実線は再生産関係の予測平均値、灰色領域は観察データ

の 90%が含まれると推定される範囲である。緑色丸印は再生産関係の分析に使用した

令和 7 年度評価時の 1982～2023 年の親魚量と加入量を示す。白抜丸印は本年度評価

における 1987～2025 年の親魚量と加入量を示し、そのうち近年 5 年間を赤色丸印で

示した。RI 型および BH 型の予測値（RI 型：赤・太点線、BH 型：緑・太破線）と観

察データの 90%が含まれると推定される範囲（RI 型：赤・細点線、BH 型：緑・細破

線）も合わせて示した。各再生産関係式のパラメータは「管理基準値等に関する研究

機関会議資料」（安田ほか 2025）に示された値に基づく。 
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図 4-11. 目標管理基準値、限界管理基準値および禁漁水準と漁獲量曲線の関係 

 

 

 

 

図 4-12. 最大持続生産量（MSY）を実現する親魚量（SBmsy）と SBmsy を維持する漁獲

圧（Fmsy）に対する過去の親魚量および漁獲圧の関係（神戸プロット） 
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a) 縦軸を漁獲圧にした場合 

 

 

b) 縦軸を漁獲量にした場合

 

 

図 5-1. 漁獲シナリオに則した漁獲管理規則 

目標管理基準値はリッカー型およびベバートン・ホルト型のモデル平均による再生産

関係に基づき算出された最大持続生産量（MSY）を実現する親魚量である。限界管理

基準値および禁漁水準は、それぞれ MSY の 60%および 10%の漁獲量が得られる親魚

量である。調整係数 β には 0.9 が用いられる。線種と色は、それぞれ黒破線が Fmsy、

灰色破線が 0.9Fmsy、黒太線が漁獲シナリオに則した漁獲管理規則、赤点線が禁漁水

準、黄一点鎖線が限界管理基準値、緑破線が目標管理基準値を示している。a）は縦軸

を漁獲圧にした場合、b）は縦軸を漁獲量で表した場合である。b）については、平衡

状態における平均的な年齢組成となった場合の漁獲量を示している。 
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図 5-2. 漁獲管理規則に従って漁獲を続けた場合（赤線）と現状の漁獲圧（F2023-2025）

で漁獲を続けた場合の将来予測（青色） 

太実線は平均値、網掛けはシミュレーション結果の 90%が含まれる予測区間、細線

は 5 通りの将来予測の例示である。親魚量の図の緑破線は目標管理基準値、黄一点

鎖線は限界管理基準値、赤点線は禁漁水準を示す。漁獲量の図の黒破線は最大持続

生産量（MSY）を、漁獲割合の図の黒破線は目標管理基準値を維持する漁獲割合の

水準（Umsy）を示す。漁獲管理規則に従い調整係数 β には 0.9 を用いた。2026 年の

漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧（F2023-2025）により仮定した。 
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表 3-1. 漁獲量とコホート解析結果 

 

注 漁獲量は、漁業・養殖業生産統計年報太平洋海区漁獲量から、他海区操業漁獲量およ

び混獲魚漁獲量がマアジとして計上された分を差し引いた値。漁獲割合は補足表 2-1 の漁

獲割合を示した。 

年
漁獲量

（千トン）
資源量
（千トン）

親魚量
（千トン）

加入量
（百万尾）

漁獲割合
（%）

再生産

成功率

（尾/kg）

%SPR F/Fmsy

1982 15 34 12 406 43 33.3 12.7 1.3

1983 19 41 15 499 47 32.7 9.9 1.6

1984 18 44 15 544 42 36.1 12.9 1.3

1985 17 46 19 470 36 24.6 18.4 1.1

1986 37 79 24 1,107 46 47.0 9.3 1.7

1987 39 88 29 1,043 44 36.3 11.2 1.5

1988 34 82 35 697 41 20.0 15.9 1.3

1989 33 92 38 924 36 24.2 19.2 1.0

1990 48 125 49 1,353 39 27.9 15.8 1.2

1991 65 153 62 1699 43 27.4 11.1 1.4

1992 68 131 64 1,118 52 17.5 8.6 1.9

1993 70 153 39 2,381 46 61.3 8.6 1.9

1994 83 159 53 1,669 52 31.3 7.8 2.1

1995 69 149 47 1,818 46 38.4 9.7 1.8

1996 81 162 54 1,858 50 34.1 8.5 2.0

1997 71 143 54 1,459 50 26.8 9.1 1.8

1998 58 127 48 1,335 46 27.9 10.5 1.7

1999 47 119 46 1,117 39 24.2 16.5 1.1

2000 56 125 60 1,100 45 18.4 12.8 1.4

2001 68 139 53 1,693 49 31.7 8.2 1.7

2002 50 111 49 1,087 45 22.3 12.9 1.5

2003 51 108 43 1,065 48 25.1 10.7 1.7

2004 54 111 39 1,249 49 31.9 9.0 1.9

2005 48 100 37 1,009 48 27.2 10.1 1.8

2006 40 89 34 825 45 24.2 11.5 1.6

2007 40 80 35 836 49 24.2 9.3 1.9

2008 39 74 30 953 53 32.2 7.5 2.0

2009 24 56 24 479 42 19.7 13.9 1.4

2010 26 61 27 462 42 16.9 15.5 1.2

2011 27 65 25 709 42 28.6 13.5 1.3

2012 22 68 30 450 33 15.1 23.1 0.8

2013 27 69 35 426 40 12.0 15.6 1.2

2014 22 53 31 396 42 12.8 18.4 1.1

2015 17 44 25 316 39 12.6 19.1 1.0

2016 16 49 24 492 33 20.9 21.1 0.9

2017 24 50 27 444 47 16.2 11.6 1.5

2018 18 46 25 391 40 15.9 17.0 1.1

2019 16 39 23 309 41 13.5 14.5 1.3

2020 16 41 22 327 39 14.9 17.7 1.1

2021 15 36 20 281 41 14.3 17.0 1.1

2022 15 37 17 415 40 24.0 14.7 1.3

2023 22 51 18 727 42 40.7 11.4 1.4

2024 23 53 22 577 43 25.7 11.6 1.5

2025 22 64 25 755 35 30.3 17.1 1.1
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表 5-1. 将来の親魚量が目標・限界管理基準値を上回る確率 

 

a) 目標管理基準値を上回る確率（%） 

 

 

 

b) 限界管理基準値を上回る確率（%） 

 

 
 

β を 0.0～1.0 で変更した場合の将来予測の結果を示す。2026 年の漁獲量は現状の漁獲圧

（F2023-2025）から予測される 34.7 千トンとし、2027 年から漁獲シナリオによる漁獲とし

た。比較のため現状の漁獲圧（F2023-F2025、β = 1.35 に相当）で漁獲を続けた場合の結果

も示した。 

β 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 21 39 44 44 45 45 45 45 45

0.9 29 51 56 56 56 55 56 56 55

0.8 38 63 69 68 67 66 67 66 66

0.7 48 75 80 79 77 76 76 76 76

0.6 59 85 89 88 85 84 84 84 84

0.5 70 92 95 94 92 91 90 91 91

0.4 79 96 98 98 96 95 95 95 95

0.3 86 98 99 99 99 98 98 98 98

0.2 92 100 100 100 100 99 99 99 99

0.1 96 100 100 100 100 100 100 100 100

0.0 98 100 100 100 100 100 100 100 100

現状の漁獲圧 5 10 12 14 14 15 16 16 16

0 0

β 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 100 100 100 100 100 99 99 99 99

0.9 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.8 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.7 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.6 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.5 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.4 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.3 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.2 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.1 100 100 100 100 100 100 100 100 100

0.0 100 100 100 100 100 100 100 100 100

現状の漁獲圧 100 99 98 96 94 92 91 90 90

100 100
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表 5-2. 将来の平均親魚量（千トン） 

 

 

 

β を 0.0～1.0 で変更した場合の将来予測の結果を示す。2026 年の漁獲量は現状の漁獲圧

（F2023-2025）から予測される 34.7 千トンとし、2027 年から漁獲シナリオによる漁獲とし

た。比較のため現状の漁獲圧（F2023-F2025、β = 1.35 に相当）で漁獲を続けた場合の結果

も示した。 

 

 

表 5-3. 将来の平均漁獲量（千トン） 

 

 

 

β を 0.0～1.0 で変更した場合の将来予測の結果を示す。2026 年の漁獲量は現状の漁獲圧

（F2023-2025）から予測される 34.7 千トンとし、2027 年から漁獲シナリオによる漁獲とし

β 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 44.1 49.4 51.5 51.8 51.8 52.0 52.1 52.2 52.1

0.9 46.9 54.5 57.4 57.7 57.6 57.9 58.2 58.3 58.2

0.8 49.9 60.0 64.0 64.2 64.0 64.5 65.0 65.2 65.1

0.7 53.1 66.3 71.5 71.5 71.1 71.7 72.6 72.9 72.8

0.6 56.4 73.3 80.1 79.7 78.8 79.8 81.2 81.7 81.5

0.5 60.0 81.1 89.8 89.0 87.5 88.7 90.9 91.9 91.6

0.4 63.9 89.8 101.1 99.8 97.2 98.7 102.0 103.8 103.5

0.3 68.0 99.7 114.3 112.4 108.5 110.0 114.8 117.9 117.7

0.2 72.4 110.8 129.6 127.5 121.8 123.1 129.6 134.7 135.1

0.1 77.1 123.3 147.7 145.8 138.2 138.5 146.7 154.7 156.6

0.0 82.1 137.5 169.2 168.4 158.9 157.7 166.8 178.3 183.3

現状の漁獲圧 35.6 35.3 35.2 35.0 34.9 34.8 34.7 34.6 34.4

36.1 36.7

β 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

1.0 28.0 32.0 34.0 34.6 34.8 34.9 35.0 35.0 35.0 34.9

0.9 26.0 30.9 33.4 34.2 34.4 34.5 34.7 34.7 34.7 34.7

0.8 23.7 29.5 32.5 33.5 33.6 33.7 34.0 34.1 34.1 34.0

0.7 21.4 27.7 31.2 32.3 32.4 32.5 32.8 33.0 33.0 33.0

0.6 18.9 25.5 29.4 30.6 30.6 30.7 31.1 31.4 31.5 31.4

0.5 16.2 22.9 27.0 28.3 28.2 28.3 28.7 29.2 29.3 29.2

0.4 13.4 19.7 23.8 25.3 25.1 25.1 25.6 26.1 26.3 26.2

0.3 10.3 16.0 19.8 21.3 21.1 21.0 21.5 22.1 22.4 22.3

0.2 7.1 11.5 14.7 16.1 15.9 15.7 16.1 16.7 17.1 17.0

0.1 3.7 6.2 8.3 9.2 9.1 8.9 9.1 9.5 9.8 9.9

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現状の漁獲圧 34.4 34.1 33.9 33.7 33.6 33.4 33.4 33.3 33.1 33.0

34.7
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た。比較のため現状の漁獲圧（F2023-F2025、β = 1.35 に相当）で漁獲を続けた場合の結果

も示した。 
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2026 年への前進計算 

2026年の加入量の仮定 

再生産関係（安田ほか 2025）と2026年の親

魚量から算出 

漁獲管理規則に基づく漁獲量算出 
漁獲管理規則は、限界管理基準値、禁漁水準、 

調整係数 β により決定 

2028 年 

以降への 

前進計算 

補足資料   資源評価の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別・年別漁獲尾数 

資源量指標値 

2026年の年齢別資源尾

数・親魚量 

年齢別・年別資源尾数 

年齢別・年別漁獲係数 

2027年以降の年齢別・年別資

源尾数と親魚量 2027年以降の加入量の仮定 

再生産関係（安田ほか 2025）と将来予測に

おける年々の親魚量から算出 

2027年のABC 
2027年の親魚量予測値から漁獲管理

規則で算出される許容漁獲量 

年齢別・年別漁獲尾数、資源調査については補足資料

2を参照 

 
コホート解析（具体的な方法は補足資料2を参照） 

自然死亡係数は0.5を仮定 

中長期的な将来予測 

2026年への前進計算 

2026 年の F には、選択率や生物パラメータは「管理基準値等に関す

る研究機関会議資料」での設定と同条件で 2023～2025 年の F の単

純平均に対応する%SPR（13.4）を与える F 値を仮定 
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補足資料 2 計算方法 

（1）資源計算方法 

年別年齢別漁獲尾数は、青森県～宮崎県の太平洋岸の各都県試験研究機関が調査した各

都県主要港の水揚量と体長組成を用い算出した。太平洋岸を高知県以西、徳島県・和歌山

県、三重県・愛知県、静岡県～東京都、千葉県以北の 5 区に分割し、各区内の主要港の水

揚量と体長組成から月毎に体長階級別漁獲尾数を求めた。2013 年以降は千葉県以北での県

による主要漁法の違いを考慮し、まき網主体の千葉～茨城県と、定置網や底びき網主体の

福島県以北とにさらに分割した。体長階級別漁獲尾数は、補足表 2-2 に示す月別の年齢と

尾叉長の関係を基本とし、切断法により年齢別漁獲尾数に変換した。このように算出した

主要港の年齢別漁獲尾数の比率を漁業・養殖業生産統計年報の太平洋南区（和歌山県～宮

崎県）、中区（千葉県～三重県）、北区（北海道太平洋北部～茨城県）の合計の漁獲量（属

人統計）から東シナ海および日本海での漁獲量を差し引いた値に合うように引き延ばして

系群全体の年齢別漁獲尾数を算出した。なお、切断法で年齢分解が困難な 3 歳以上はプラ

スグループとして一括して取り扱った。 

 コホート解析により年齢別資源尾数､資源量､漁獲係数等を推定した｡マアジの生活史に

基づき 1 月を起点とした｡使用した生物学的パラメータは図 2-3、2-4 の通りである｡解析結

果は 0～3+歳（3 歳以上をまとめて 3+（プラスグループ）と表記する）の年齢別に求めた

（補足表 2-1）｡年齢別資源尾数 N の計算には Pope（1972）の近似式を用い､プラスグルー

プの資源尾数については平松（1999）の方法を用いた｡自然死亡係数（M）は、田内・田中

の式（田中 1960）に従い M=2.5÷寿命（寿命 5 歳を仮定）より 0.5 とした。1982～2025 年

までの年別年齢別漁獲尾数 Ca,y から、a 歳、y 年の資源尾数 Na,y、漁獲係数 Fa,y は、それぞ

れ以下の式で求めた。 

 

 

ここで、Y は最近年の 2025 年を示す。3 歳以上はプラスグループとし、2 歳と 3+歳の漁獲

係数は等しいと仮定し、資源尾数は以下の式で求めた。 

 

 

最近年（Y）の資源尾数は、以下の式で求めた。 

 𝑁𝑎,𝑦 = 𝑁𝑎+1,𝑦+1exp(𝑀) + 𝐶𝑎,𝑦exp (
𝑀

2
)                  (a = 0,1, y = 1982, … , Y − 1)  (1) 

 𝐹𝑎,𝑦 = − ln [1 −
𝐶𝑎,𝑦 exp (

𝑀
2 )

𝑁𝑎,𝑦
]                                  (a = 0,1,2, y = 1982, … , Y − 1) (2) 

 𝐹3+,𝑦 = 𝐹2,𝑦 (3) 

 𝑁2,𝑦 =
𝐶2,𝑦

𝐶2,𝑦 + 𝐶3+,𝑦
𝑁3+,𝑦+1 exp(𝑀) + 𝐶2,𝑦 exp (

𝑀

2
)             (y = 1982, … , Y − 1) (4) 

 𝑁3+,𝑦 =
𝐶3+,𝑦

𝐶2,𝑦 + 𝐶3+,𝑦
𝑁3+,𝑦+1 exp(𝑀) + 𝐶3+,𝑦 exp (

𝑀

2
)         (y = 1982, … , Y − 1) (5) 
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最近年（Y）における 0、1、2 歳魚の F をリッジ VPA（Okamura et al. 2017）の手法に基

づき推定した。リッジ VPA は F の大きさに対する罰則項を儲けることによって、F の推定

に関する不安定性を軽減させる手法である。資源量指標値への適合度を表す尤度 L と F の

罰則項の加重和とした目的関数（式 7; 0 ≤ λ ≤ 1）を定義し、この目的関数が最小となるよ

うに F を推定した。 

 

 

ここで、尤度 L は、各指標値とモデルからの加入尾数または親魚量の予測値との適合度に

基づいて定義した（式 8）（Hashimoto et al. 2018）。負の対数尤度は以下のように表せられ

る。 

 

 

Ik,y は y 年における指標 k の観測値を示し、y は資源量指数が利用できる年で、加入量指標

値では y=2005, …, 2025、親魚量指標値では y=2013, …, 2025 である（補足表 2-3）。𝑋𝑘,𝑦 は

コホート解析から計算される y 年における指標 k の対象（加入量、親魚量）の値である。

qk は指標 k の比例定数であり、σk は各指標における採集効率およびばらつきに関する推定

パラメータである。年齢別・年別の資源量は、年齢別・年別の資源尾数に年齢別・年別の

漁獲物平均体重 wa,y を掛け合わせて求めた。𝑞𝑘は以下の式で推定した。 

 

 

ここで nk は指数 k でチューニングに使用した年数を表す。 

罰則項の重み係数 λ は、資源尾数、資源量、親魚量、加入尾数、漁獲係数のレトロスペ

クティブパターンを表す Mohn’s ρ の指標を用いた（Mohn 1999）。Mohn’s ρ は最新の資源評

価の最新年（Y）までのフルデータから推定される各年（Y - i 年）の F と、最新データを

i 年分落とした場合の最終年（Y - i 年）の F の相対差を、遡り年数 P について平均した指

標で、以下のように計算される。ここでは漁獲係数 F の Mohn’s ρ を例としてあげる（式

10、11）。 

 𝑁𝑎,𝑌 =
𝐶𝑎,𝑌

1 − exp(−𝐹𝑎,𝑌)
exp (

𝑀

2
)                                                  (a = 0, … ,3 +) (6) 

最小 −(1 − 𝜆) ln 𝐿 + 𝜆 ∑ 𝐹𝑎,𝑌
2

2

𝑎=0

 (7) 

 − ln 𝐿 = ∑ ∑
[ln 𝐼𝑘,𝑦 − (ln 𝑋𝑘,𝑦 + ln 𝑞𝑘)]

2

2𝜎𝑘
2

− ln (
1

√2𝜋𝜎𝑘

)

𝑦𝑘

 (8) 

 𝑞𝑘 = exp {
1

𝑛𝑘
∑ ln (

𝐼𝑘,𝑦

𝑋𝑘,𝑦
)

𝑦
} (9) 
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データを遡る年数 P は 5 とした。罰則項の重みの係数 λ を 0～0.99 の間において 0.01 刻

みで変化させた Mohn’s ρ を計算した。同様の方法で資源尾数、資源量、親魚量、加入尾数

についても Mohn’s ρ を求め、各項目の絶対値の合計も合わせて計算した（補足表 2-5）。 

本年度評価のデータセットでは資源尾数、加入尾数については λ=0 のときに Mohn’s ρ の

絶対値が最小となったが、資源量については λ=0.19、親魚量については λ=0.52 のときに、

平均漁獲係数については λ=0.61 のときにそれぞれ Mohn’s ρ の絶対値が最小になった。本

年度評価では昨年度評価同様に、親魚量および漁獲係数の Mohn’s ρ に加え、その他の項目

についても考慮するため、全 5 項目の Mohn’s ρ の絶対値の合計が最小となる λ=0.52 を適

用した。選択した λ (0.52) のもとでの 2025 年における年齢別の F は、それぞれ F0, 2025 = 

0.44、F1, 2025 = 0.56、F2, 2025 = F3+, 2025= 1.17 と推定された。その他のパラメータは q1=0.0008、

q2=0.0014、q3=0.0015、q4=0.0078、q5=0.0009、q6=0.0013、q7=0.0383、σ1=0.7758、σ2=0.5874、

σ3=0.5159、σ4=0.6464、σ5=0.5476、σ6=0.7290、σ7=0.3338 であった。 

「令和 8（2026）年度 資源評価におけるモデル診断手順と診断結果の情報提供指針（資

源評価高度化作業部会 2026a）」に従って、本系群の評価に用いた VPA の統計学的妥当性

や仮定に対する頑健性について診断した。残差プロットでは、宇和島港まき網 CPUE、標

準化平均卵密度で負の残差が大きかった（補足図 2-1）。本年度の VPA においては資源尾

数、資源量、親魚量、加入尾数、漁獲係数のレトロスペクティブバイアス（補足図 2-2）の

絶対値の合計が最小となる λ を選択したが、資源尾数、加入尾数には大きなレトロスペク

ティブバイアスが残る結果となった。その他のモデル診断結果は「令和 8（2026）年度マ

アジ太平洋系群資源評価のモデル診断結果（木皿ほか 2026）」に示した。 

 

（2）将来予測方法 

 将来予測における各種設定には補足表 2-6 の値を用いた。 

資源尾数や漁獲量の予測は、資源評価高度化作業部会（2026b）に基づき、統計ソフトウ

ェア R（version 4.6.0）用計算パッケージ frasyr （コミット番号: @ b98ca94）を用いて実施

した。将来予測における加入量は、令和 7 年 8 月に公開された「管理基準値等に関する研

究機関会議資料」において提案されたリッカー型再生産関係とベバートン・ホルト型再生

産関係の重み付きモデル平均と年々推定される親魚量から求めた（市野川ほか 2020、安田

ほか 2025）。 

 将来予測における漁獲係数 F は、「令和 8（2026）年度 漁獲管理規則および ABC 算定の

ための基本指針（水産研究・教育機構 2026）」における 1 系資源の管理規則に基づき算出

される値を用いた。将来予測における選択率や漁獲物平均体重等の値には、上述の「管理

基準値等に関する研究機関会議資料」にて提案された各種管理基準値の推定に用いた値を

 𝑝 =
∑ (𝐹′𝑌−𝑖

𝑅𝑖 − 𝐹′𝑌−𝑖)𝑃
𝑖=1

∑ 𝐹′𝑌−𝑖
𝑃
𝑖=1

 (10) 

 𝐹′𝑌 = ∑ 𝐹𝑎,𝑌

3+

𝑎=0

 (11) 
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用いた（安田ほか 2025）。これらは再生産関係と同じく、令和 7（2025）年度の資源評価に

基づく値であり、漁獲物平均体重はこの計算結果における 2006～2024 年の平均値である。 

資源尾数の予測には､コホート解析の前進法（式 12-14）を用いた。 
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補足図 2-1. 各指標値の残差プロット 

濃い灰色は 80%の信頼区間、薄い灰色は 95%の信頼区間を示す。 
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補足図 2-2. レトロスペクティブ解析の結果 
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補足表 2-1. 資源解析結果 

 

 

* 2005年以前の年齢別平均体重は各年とも 0歳魚 40 g、1歳魚 100 g、2歳魚 230 g、3歳魚以

上 380 g として計算した。2006～2025年は漁獲物の各年の年齢別平均体重を用いた（補足表 2-

4）。1982～2000年については実際の平均体重との差を補正せずに漁獲尾数を算定しているた

め、漁獲尾数と上述の平均体重を掛けて得られる漁獲量の合計は表 3-1に示した漁獲量に一致

しない。  

年齢別漁獲尾数（百万尾）

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0歳 170 211 204 70 420 317 108 140 466 750 375 867

1歳 57 56 68 84 135 200 194 144 210 244 287 233

2歳 7 16 10 16 20 18 35 50 32 31 51 30

3歳以上 1 5 3 5 4 5 6 4 4 10 32 15

計 236 287 285 175 579 541 342 338 712 1,035 746 1,145

年齢別漁獲量（千トン）

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0歳 7 8 8 3 17 13 4 6 19 30 15 35

1歳 6 6 7 8 13 20 19 14 21 24 29 23

2歳 2 4 2 4 5 4 8 12 7 7 12 7

3歳以上 1 2 1 2 2 2 2 1 2 4 12 6

計 15 19 18 17 37 39 34 33 48 65 68 70

年齢別資源尾数（百万尾）

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0歳 406 499 544 470 1,107 1,043 697 924 1,353 1,699 1,118 2,381

1歳 120 114 139 172 230 344 386 339 452 458 447 385

2歳 20 28 25 31 38 35 53 83 93 110 88 47

3歳以上 4 8 6 9 8 9 9 6 12 36 56 23

計 550 649 714 681 1,384 1,432 1,144 1,351 1,910 2,303 1,708 2,837

年齢別漁獲係数、%SPR、漁獲割合

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0歳 0.77 0.78 0.65 0.21 0.67 0.49 0.22 0.22 0.58 0.84 0.56 0.63

1歳 0.95 1.00 1.00 1.00 1.40 1.38 1.04 0.79 0.91 1.15 1.74 1.49

2歳 0.57 1.28 0.75 1.05 1.10 1.11 1.85 1.51 0.58 0.45 1.34 1.73

3歳以上 0.57 1.28 0.75 1.05 1.10 1.11 1.85 1.51 0.58 0.45 1.34 1.73

%SPR 12.70 9.90 12.90 18.40 9.30 11.20 15.90 19.20 15.80 11.10 8.60 8.60

漁獲割合 43% 47% 42% 36% 46% 44% 41% 36% 39% 43% 52% 46%

年齢別資源量と親魚量（千トン）および再生産成功率RPS（0歳魚尾数/親魚量, 尾/kg）

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

0歳 16.2 20.0 21.8 18.8 44.3 41.7 27.9 37.0 54.1 68.0 44.7 95.2

1歳 12.0 11.4 13.9 17.2 23.0 34.4 38.6 33.9 45.2 45.8 44.7 38.5

2歳 4.5 6.4 5.8 7.1 8.8 7.9 12.1 19.0 21.4 25.4 20.2 10.9

3歳以上 1.7 3.1 2.3 3.4 3.2 3.6 3.3 2.2 4.5 13.6 21.4 8.7

資源量 34.4 40.9 43.8 46.5 79.3 87.7 81.9 92.1 125.2 152.7 131.0 153.4

親魚量 12.2 15.3 15.1 19.1 23.5 28.8 34.8 38.2 48.5 61.9 64.0 38.8

RPS 33.3 32.7 36.1 24.6 47.0 36.3 20.0 24.2 27.9 27.4 17.5 61.3
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補足表 2-1. （続き） 

 

 

  

年齢別漁獲尾数（百万尾）

年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

0歳 558 556 672 489 320 335 398 847 249 274 387 257

1歳 507 348 403 372 322 264 190 187 200 282 274 293

2歳 35 47 53 56 44 21 71 45 47 43 40 29

3歳以上 5 3 5 5 8 5 11 13 25 6 5 5

計 1,105 955 1,132 921 694 625 671 1,091 520 606 706 584

年齢別漁獲量（千トン）

年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

0歳 22 22 27 20 13 13 16 34 10 11 15 10

1歳 51 35 40 37 32 26 19 19 20 28 27 29

2歳 8 11 12 13 10 5 16 10 11 10 9 7

3歳以上 2 1 2 2 3 2 4 5 9 2 2 2

計 83 69 81 71 58 47 56 68 50 51 54 48

年齢別資源尾数（百万尾）

年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

0歳 1,669 1,818 1,858 1,459 1,335 1,117 1,100 1,693 1,087 1,065 1,249 1,009

1歳 769 578 670 603 504 560 417 357 367 465 433 456

2歳 52 72 80 93 76 55 134 105 71 68 62 49

3歳以上 8 5 7 8 13 14 22 30 37 10 8 8

計 2,498 2,473 2,614 2,163 1,929 1,746 1,673 2,185 1,562 1,608 1,753 1,522

年齢別漁獲係数、%SPR、漁獲割合

年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

0歳 0.56 0.50 0.62 0.56 0.37 0.49 0.63 1.03 0.35 0.40 0.51 0.40

1歳 1.87 1.48 1.48 1.57 1.71 0.93 0.88 1.12 1.19 1.51 1.68 1.75

2歳 1.99 1.88 1.94 1.51 1.35 0.67 1.14 0.79 1.90 1.72 1.68 1.39

3歳以上 1.99 1.88 1.94 1.51 1.35 0.67 1.14 0.79 1.90 1.72 1.68 1.39

%SPR 7.8 9.70 8.50 9.10 10.50 16.50 12.80 8.20 12.90 10.70 9.00 10.10

漁獲割合 52% 46% 50% 50% 46% 39% 45% 49% 45% 48% 49% 48%

年齢別資源量と親魚量（千トン）および再生産成功率RPS（0歳魚尾数/親魚量, 尾/kg）

年 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

0歳 66.8 72.7 74.3 58.4 53.4 44.7 44.0 67.7 43.5 42.6 50.0 40.4

1歳 76.9 57.8 67.0 60.3 50.4 56.0 41.7 35.7 36.7 46.5 43.3 45.6

2歳 12.1 16.5 18.3 21.3 17.6 12.7 30.8 24.1 16.3 15.5 14.4 11.2

3歳以上 2.9 1.9 2.7 2.9 5.1 5.4 8.2 11.4 14.1 3.7 3.2 3.0

資源量 158.6 149.0 162.3 142.9 126.5 118.8 124.7 138.9 110.6 108.4 110.8 100.3

親魚量 53.4 47.3 54.5 54.4 47.9 46.1 59.8 53.4 48.7 42.5 39.2 37.1

RPS 31.3 38.4 34.1 26.8 27.9 24.2 18.4 31.7 22.3 25.1 31.9 27.2
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補足表 2-1. （続き） 

 

 

  

年齢別漁獲尾数（百万尾）

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0歳 218 313 429 110 109 248 84 164 98 66 122 166

1歳 225 166 151 122 102 95 83 78 50 71 52 91

2歳 32 50 45 24 30 21 23 34 36 19 17 26

3歳以上 6 4 4 5 4 5 7 5 14 7 5 10

計 480 533 629 262 246 368 197 282 198 163 197 293

年齢別漁獲量（千トン）

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0歳 9 10 14 5 5 10 5 8 4 2 5 5

1歳 23 18 15 11 13 11 10 9 5 7 5 8

2歳 7 9 9 6 7 5 5 8 8 5 4 6

3歳以上 2 2 2 2 2 2 3 2 5 3 2 4

計 40 40 39 24 26 27 22 27 22 17 16 24

年齢別資源尾数（百万尾）

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0歳 825 836 953 479 462 709 450 426 396 316 492 444

1歳 412 331 263 244 205 195 237 208 130 163 140 203

2歳 48 75 72 41 53 44 45 79 65 40 44 45

3歳以上 9 5 7 9 8 10 13 12 25 16 14 18

計 1,293 1,247 1,294 773 727 959 745 724 616 536 691 710

年齢別漁獲係数、%SPR、漁獲割合

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0歳 0.41 0.66 0.86 0.35 0.36 0.60 0.27 0.69 0.38 0.31 0.38 0.65

1歳 1.21 1.03 1.35 1.02 1.03 0.97 0.60 0.66 0.67 0.81 0.65 0.86

2歳 1.85 1.96 1.63 1.40 1.30 0.93 1.05 0.80 1.23 0.92 0.69 1.34

3歳以上 1.85 1.96 1.63 1.40 1.30 0.93 1.05 0.80 1.23 0.92 0.69 1.34

%SPR 11.50 9.3 7.50 13.90 15.50 13.50 23.10 15.60 18.40 19.10 21.10 11.60

漁獲割合 45% 49% 53% 42% 42% 42% 33% 40% 42% 39% 33% 47%

年齢別資源量と親魚量（千トン）および再生産成功率RPS（0歳魚尾数/親魚量, 尾/kg）

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0歳 34.1 27.7 31.0 20.6 21.3 28.7 24.3 20.7 15.3 10.6 18.5 13.6

1歳 41.5 36.2 26.3 22.1 25.5 22.4 28.6 25.1 12.8 16.9 14.2 18.6

2歳 9.9 14.0 14.0 9.5 11.6 9.7 10.4 17.8 15.3 10.0 10.5 10.8

3歳以上 3.4 2.4 2.4 3.8 3.0 3.9 5.1 5.0 9.3 6.7 6.0 7.3

資源量 88.9 80.4 73.8 55.9 61.4 64.7 68.4 68.7 52.8 44.2 49.1 50.3

親魚量 34.1 34.5 29.6 24.3 27.3 24.8 29.8 35.4 31.0 25.1 23.5 27.4

RPS 24.2 24.2 32.2 19.7 16.9 28.6 15.1 12.0 12.8 12.6 20.9 16.2
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補足表 2-1. （続き） 

 

 

  

年齢別漁獲尾数（百万尾）

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 117 102 107 90 127 296 177 208

1歳 55 63 40 42 44 71 109 71

2歳 26 19 18 18 18 11 19 23

3歳以上 5 6 7 7 5 4 6 5

計 203 191 172 156 194 383 311 307

年齢別漁獲量（千トン）

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 4 3 4 3 4 11 7 8

1歳 6 5 4 4 4 7 10 8

2歳 6 5 5 4 4 2 4 5

3歳以上 2 3 3 3 2 2 2 3

計 18 16 16 15 15 22 23 22

年齢別資源尾数（百万尾）

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 391 309 327 281 415 727 577 755

1歳 140 145 108 115 101 153 210 212

2歳 52 43 39 34 37 27 37 42

3歳以上 10 14 14 14 10 11 11 10

計 593 511 489 444 563 917 836 1,020

年齢別漁獲係数、%SPR、漁獲割合

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 0.49 0.55 0.55 0.53 0.50 0.74 0.50 0.44

1歳 0.69 0.81 0.65 0.63 0.81 0.92 1.11 0.56

2歳 1.00 0.86 0.87 1.08 0.97 0.74 1.07 1.17

3歳以上 1.00 0.86 0.87 1.08 0.97 0.74 1.07 1.17

%SPR 17.00 14.50 17.7 17.00 14.70 11.40 11.60 17.10

漁獲割合 40% 41% 39% 41% 40% 42% 43% 35%

年齢別資源量と親魚量（千トン）および再生産成功率RPS（0歳魚尾数/親魚量, 尾/kg）

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 13.9 10.2 13.1 10.5 14.5 26.3 21.3 27.6

1歳 15.1 12.6 11.5 11.9 9.6 14.2 19.1 22.7

2歳 12.8 10.6 10.4 8.3 8.2 5.9 8.1 8.9

3歳以上 4.1 6.0 5.8 5.4 4.3 4.9 4.8 4.7

資源量 46.0 39.3 40.8 36.0 36.6 51.2 53.3 63.9

親魚量 24.5 22.8 22.0 19.6 17.3 17.9 22.5 24.9

RPS 15.9 13.5 14.9 14.3 24.0 40.7 25.7 30.3
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補足表 2-2. 年齢と尾叉長（体長）の関係 

 

 
 

 

体長階級
(cm)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

13以下 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

15 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

16 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

17 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

18 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0

20 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

21 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

22 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1

24 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1

25 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1

26 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

27 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

28 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2

29 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2

30 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2

31以上 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
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補足表 2-3. コホート解析に用いた各指標値 

 

 

  

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

①宮崎県南部定置網CPUE 0.13 0.23 0.26 1.34 1.21 0.53 0.27 0.84 0.61 0.23

②宇和島港まき網CPUE 2.05 2.68 1.68 1.94 0.80 0.81 1.55 0.62 0.96 0.85

③宿毛湾中型まき網CPUE 0.74 1.60 1.03 1.83 0.52 0.44 0.64 0.44 0.82 0.54

④串本棒受網漁獲量 9.20 8.40 7.00 25.70 5.20 6.60 5.38 4.30 6.02 2.69

⑤伊勢湾まめ板網CPUE 0.35 0.57 0.52 0.49 0.74 0.36 0.33 0.70 0.38 0.10

⑥千葉県定置網CPUE 1.00 0.68 0.78 0.69 0.70 2.19 0.48 0.80 0.72 0.94

⑦平均卵密度 1.68 1.65

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

①宮崎県南部定置網CPUE 0.29 0.53 0.35 0.82 0.27 0.41 0.30 0.30 0.15 1.03

②宇和島港まき網CPUE 0.42 0.40 0.70 0.99 0.60 0.13 0.32 0.23 0.24 0.64

③宿毛湾中型まき網CPUE 0.30 0.59 0.56 1.32 0.24 0.54 1.84 0.65 1.67 1.28

④串本棒受網漁獲量 3.55 1.45 2.75 1.08 2.40 2.91 7.00 3.07 1.97 1.42

⑤伊勢湾まめ板網CPUE 0.32 0.54 0.29 0.28 0.55 0.29 0.40 0.72 0.61 1.36

⑥千葉県定置網CPUE 0.17 0.55 0.26 0.63 0.56 0.09 1.59 1.10 1.23 0.71

⑦平均卵密度 1.36 1.32 1.11 1.08 1.31 0.70 0.64 0.67 0.48 0.50

2025

①宮崎県南部定置網CPUE 0.58

②宇和島港まき網CPUE 1.45

③宿毛湾中型まき網CPUE 0.68

④串本棒受網漁獲量 3.71

⑤伊勢湾まめ板網CPUE 0.62

⑥千葉県定置網CPUE 2.55

⑦平均卵密度 0.52
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補足表 2-4. 漁獲物の年齢別平均体重（g）と 2006～2025 年の平均値 

 

 

 

  

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0歳 41.4 33.2 32.6 43.0 46.2 40.5 54.1 48.7 38.7 33.6

1歳 100.8 109.4 100.3 90.5 124.4 114.7 120.5 121.1 98.4 103.6

2歳 205.2 187.5 195.5 228.3 217.6 219.0 232.6 226.4 235.0 247.6

3歳以上 398.1 443.7 355.1 402.9 400.0 388.1 393.6 406.1 376.2 420.8

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

0歳 37.5 30.6 35.6 32.9 40.0 37.2 34.9 36.2 36.8 36.6

1歳 100.9 91.7 108.0 86.6 106.9 103.5 95.0 92.6 91.0 106.9

2歳 237.1 241.4 244.7 248.9 265.2 243.3 222.4 218.7 218.7 211.3

3歳以上 439.7 411.4 416.8 429.2 400.7 395.8 431.1 451.8 438.9 467.0

平均値

0歳 38.5

1歳 103.3

2歳 227.3

3歳以上 413.3
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補足表 2-5. λ と Mohn’s ρ の一覧 

 

 

 

水色で塗りつぶしたセルは各推定値におけるMohn’s ρの最小値とそのときの λを示す。 

 

 

λ 資源尾数 資源量 親魚量 加入尾数 平均漁獲係数 絶対値の合計

0 0.074 -0.066 -0.227 0.179 6.442 6.988

0.1 0.104 -0.024 -0.170 0.205 0.774 1.277

0.19 0.122 0.001 -0.137 0.217 0.551 1.027

0.2 0.124 0.003 -0.133 0.218 0.532 1.011

0.3 0.143 0.030 -0.097 0.230 0.374 0.874

0.4 0.163 0.059 -0.057 0.243 0.246 0.768

0.52 0.192 0.102 0.002 0.261 0.107 0.664

0.61 0.220 0.143 0.061 0.277 0.004 0.705

0.7 0.258 0.200 0.142 0.299 -0.105 1.005

0.8 0.323 0.301 0.293 0.337 -0.244 1.497

0.9 0.454 0.513 0.622 0.416 -0.416 2.420

1.0 0.074 0.066 0.227 0.179 -6.442 6.988
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補足表 2-6. 将来予測のパラメータ 

 

注 1：令和 7 年度の管理基準値等に関する研究機関会議資料（安田ほか 2025）で MSY を

実現する水準の推定の際に使用した選択率（すなわち、令和 7 年度資源評価での

Fcurrent の選択率）。 

注 2：令和 7 年度の管理基準値等に関する研究機関会議資料（安田ほか 2025）で推定され

た Fmsy（すなわち、令和 7 年度資源評価での Fcurrent に Fmsy/ Fcurrent を掛けたも

の）。 

注 3：上記の選択率の下で、今回の資源評価で推定された 2023～2025 年の年齢別の平均 F

と同じ漁獲圧を与える F 値を%SPR 換算して算出した。この F 値は 2027 年の漁獲量

の仮定に使用した。 

 

  

年齢 
選択率 

（注 1） 

Fmsy 

（注 2） 

F2023-2025 

（注 3） 

平均 

体重 

（g） 

自然 

死亡 

係数 

成熟 

割合 

0歳 0.56 0.41 0.55 39 0.5  0 

1歳 1.00 0.73 0.99 103 0.5 0.5 

2歳 0.96 0.71 0.96 228 0.5 1.0 

3歳以上 0.96 0.71 0.96 411 0.5 1.0 
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補足資料   各種パラメータと評価結果の概要 

 

補足表 3-1. 再生産関係式のパラメータ 

 

再生産関係式 最適化法 自己相関 a b S.D. ρ 

リッカー型 最小二乗法 有 0.0586 2.62 × 10-5 0.302 0.820 

べバートン・ホルト型 最小二乗法 有 0.0801 7.29 × 10-5 0.311 0.761 

a と b は各再生産関係式の推定パラメータ、S.D.は加入量の標準偏差、ρは自己相関係数で

ある。 

平均モデルの重みは AICc に基づいて計算されており、重みの比率はリッカー型が 0.74、

べバートン・ホルト型が 0.26 である。 

 

 

補足表 3-2. 管理基準値と MSY 

 

項目 値 説明 

SBtarget 52千トン 
目標管理基準値。最大持続生産量 MSY を実現する親魚量

（SBmsy） 

SBlimit 14千トン 
限界管理基準値。MSY の 60%の漁獲量が得られる親魚量

（SB0.6msy） 

SBban 1.5 千トン 
禁漁水準。MSYの 10%の漁獲量が得られる親魚量 

（SB0.1msy） 

Fmsy 
SBmsyを維持する漁獲圧 

（0歳, 1歳, 2歳, 3歳以上）=（0.41, 0.73, 0.71, 0.71） 

%SPR（Fmsy） 19.5% Fmsyに対応する%SPR 

MSY 35千トン 最大持続生産量 
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補足表 3-3. 最新年の親魚量と漁獲圧 

 

項目 値 説明 

SB2025 25千トン 2025年の親魚量 

F2025 
2025年の漁獲圧（漁獲係数 F）（0歳, 1歳, 2歳, 3歳以上） 

=（0.44, 0.56, 1.17, 1.17.） 

U2025 35% 2025年の漁獲割合 

%SPR（F2025） 17.1.% 2025年の%SPR 

%SPR（F2023-2025） 13.4% 現状（2023～2025年）の漁獲圧に対応する%SPR 

管理基準値との比較 

SB2025/ SBmsy 

 (SBtarget) 
0.48 

最大持続生産量を実現する親魚量（目標管理基準

値）に対する 2025年の親魚量の比 

F2025/ Fmsy 1.12 
SBmsy を維持する漁獲圧に対する 2025 年の漁獲圧

の比* 

親魚量の水準 MSYを実現する水準を下回る（0.48倍） 

漁獲圧の水準 SBmsyを維持する水準を上回る（1.12倍） 

親魚量の動向 増加 

* 2025 年の選択率の下で Fmsy の漁獲圧を与える F を%SPR 換算して算出し求めた比率。 
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補足表 3-4. ABC と予測親魚量 

 

2027年の 

ABC 

（千トン） 

2027年の親魚量 

予測平均値 

（千トン） 

現状の漁獲圧に 

対する比 

（F/F2023-2025） 

2027年の 

漁獲割合（%） 

26 37 0.66 32 

コメント： 

・ ABC の算定には、令和 7 年 9、11 月に開催された「資源管理方針に関する検討会」で取り

纏められ「水産政策審議会」を経て定められた漁獲シナリオに対応した漁獲管理規則を

用いた。 

 

 

補足表 3-5. 異なる β を用いた将来予測結果 

 

考慮している不確実性：加入量 

項目 

2036年 

の親魚量 

予測平均値 

（千トン） 

90% 

予測区間 

（千トン） 

2036年に親魚量が以下の 

管理基準値を上回る確率（%） 

SBtarget SBlimit SBban 

β=1.0 52   21 – 93 45 99 100  

β=0.9 58  26 – 103 55 100 100  

β=0.8 65  30 – 117 66 100 100 

β=0.7 73 35 – 133 76 100 100 

β=0.6 82 40 – 154 84 100 100 

β=0.5 92 46 – 183 91 100 100 

β=0.4 103 52 – 217 95 100 100 

β=0.3 118 59 – 259 98 100 100 

β=0.2 135 66 – 312 99 100 100 

β=0.1 157 73 – 380 100 100 100 

β=0.0 183 82 – 467 100 100 100 

F2023-2025 34 10 – 68 16 90 100 
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補足資料   過去の評価結果との比較 

本年度評価は、令和 7 年度資源評価結果と比べて、2021～2024 年の加入尾数、親魚量、

資源量の推定結果に大きな違いはみられなかった。ただし、2024 年の加入尾数が令和 7 年

度評価より下方修正された。また、本年度評価における最新年である 2025 年の加入尾数は

令和 7 年度評価時の予測より高かったが、親魚量、資源量の推定値は令和 7 年度評価時の

予測より低かった。 

 

 
 

補足図 4-1.  本年度評価と令和 7 年度評価とのの比較 

親魚量推定結果および β を 0.9 とした場合の漁獲管理規則に基づく将来予測結果を示

す。実線は平均値、網掛けはシミュレーション結果の 90％が含まれる予測区間を示す。 
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補足表 4-1. 親魚量、資源量、加入尾数の比較 

 

a) 親魚量（千トン） 

評価年度 / 年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

2025年度評価 20 17 18 22 27 

2026年度評価 20 17 18 23 25 

 

b) 資源量（千トン） 

評価年度 / 年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

2025年度評価 36 36 51 57 70 

2026年度評価 36 37 51 53 64 

 

c) 加入尾数（百万尾） 

評価年度 / 年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

2025年度評価 280 413 712 712 706 

2026年度評価 281 415 727 577 755 

βを 0.9 とした場合の漁獲シナリオに基づく将来予測結果を示す。将来予測結果は白背景

で示し、それ以外の推定値などを灰色背景で示す。 
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